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2017.1.27 

平成 28 年度の山部会の活動進捗報告 
 

1． ⼭部会の⽬標とテーマ 

山部会の 3ヶ年（平成 28～30 年度）の活動テーマを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 今年度の活動実績 

活動内容 日時 場所 活動内容 

第 32 回ＷＧ 

（恵那）17 名参加 

5 月 27 日（金）～ 

28 日（土） 

14:00～ 

・上矢作コミュニティセン

ター会議室 

・これまでの活動総括と今後の予定につ

いての情報共有と意見交換 

・恵那市内のフィールドワーク（喉の滝

崩壊箇所ほか） 

第 33 回ＷＧ 

（豊田）15 名参加 

6 月 17 日（金） 

13:30～16:00 

・豊田市職員会館 2F 第１

会議室 
・4つのテーマの情報提供と意見交換 

第 34 回ＷＧ 

（根羽）15 名参加 

7 月 22 日（金）～ 

23 日（土） 

14:00～ 

・根羽村老人福祉センター

「しゃくなげ」 

・4つのテーマの情報提供と意見交換 

・根羽村内のフィールドワーク（小戸名

地区ほか） 

第 35 回ＷＧ 

（恵那）14 名参加 

9 月 16 日（金） 

13:30～16:30 

・恵那市串原振興事務所 

串原コミュニティセンタ

ー 3 階会議室 

・4つのテーマの情報提供と意見交換 

第 36 回ＷＧ 

（岡崎）24 名参加 

10 月 7 日（金）～ 

8 日（土） 

14:00～ 

・岡崎市農村環境改善セン

ター 研修室 

・3つのテーマの情報提供と意見交換 

・岡崎市内のフィールドワーク（ウッド

デザインパークほか） 

第 37 回ＷＧ 

（根羽）12 名参加 

11 月 25 日（金） 

13:30-17:00 

・根羽村老人福祉センター

「しゃくなげ」 
・4つのテーマの情報提供と意見交換 

第 38 回ＷＧ 

（豊田）17 名参加 

12 月 16 日（金）～ 

17 日（土） 

14:30～17:00 

・豊田森林組合庁舎（第 1、

2会議室） 

・4つのテーマの情報提供と意見交換 

・豊田市内のフィールドワーク（足助き

こり塾ほか） 

第 8 回山の地域部

会（岡崎）25 名参加 

1 月 26 日（金） 

10:00～12:00 

岡崎市「ぬかた会館」 2

階 2～3会議室 

・今年度の活動進捗報告 

・次年度の活動計画 

※参加人数は事務局含む 

＜テーマ＞ ＜解決手法＞ 

山村再生担い手づくり事例集 

木づかいガイドライン 

森林の適切な管理は山村再生が重要。先ずは人づくりに取り組む。 

流域圏として統一性のある森林管理を行うためのガイドラインを作る。 

矢作川の森の恵みが中下流・海まで届くガイドラインを作る。 

森づくりガイドライン 

山村ミーティング 山村再生を支援する取組みへの参加・情報共有を行う。 

≪3ヶ年の目標≫ 

●WG の中で山村再生担い手づくり事例集について、より PR 力のあるものにする 

●山村ミーティングや木づかいガイドライン等と WG の中で山村再生担い手づくり事例集によって築かれ

た人間関係とを連携させて、流域が関わるイベントを実施する 

●WG の中で森づくりガイドラインについて、矢作川や水源かん養機能に配慮した森づくりの理念と具体

的な方策を発信する 

●WG の中で木づかいガイドラインの策定を行い、流域における水平展開を山部会構成メンバーで実行

する 



2 

 

 



 

 

3 

 

3． ⼭部会 平成 28 年度の活動成果 まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山村再生担い手づくり事例集        

【①進捗】 

・「その後いかがお過ごしですか？」プロジェクトとして、

平成 25 年度にヒアリングを行った 21 団体を再訪し、レポ

ート集を作成した。 

 

【②進捗】 

・山村再生担い手づくり事例集の交流会を平成 29 年 4 月 15

日（土）～16 日（日）に根羽村で実施することになった。 

 

【③進捗】 

・事例集交流会に参加するメンバーの募集と具体的な交流方

法について検討を行った。 

 

【④進捗】 

・山村ミーティングや木づかいガイドラインとの連携を検討

した（例えば、交流会で 9月に行う矢作川感謝祭への参加

を呼び掛けるなど）。 

 

 

山村ミーティング       

 

【①進捗】 

・流域の森林組合の現状を把握するため、根羽村森林組合、

恵南森林組合、豊田森林組合、岡崎森林組合の作業班を中

心とした 100 人ヒアリングを開始した。 

 

【②進捗】 

・矢作川感謝祭(仮称)については、秋の流域全体の恒例行事

化にむけて実行委員会を立ち上げ、意見交換が開始され

た。 

 

【③進捗】 

・足助もみじ市まつりに代わるイベントの開催については、

懇談会メンバーも主催者に加われるよう関係団体（豊田森

林組合など）に働きかけた。 

事例集に関する話し合いの様子 

取材の様子 

山村ﾐｰﾃｨﾝｸﾞに関する意見交換の様子

平成 28 年度の矢作川感謝祭の様子
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森づくりガイドライン        

【①進捗】 

・豊田市の森づくり構想（4事業：森づくり構想リニューア

ルプロジェクト、森林 GIS 管理費、モニタリング調査費、

水源かん養機能モニタリング調査費）に関する意見交換を

行った。 

 

【②進捗】 

・国の水循環基本法（H26.7.1 施行）に関して、先進的な流

域マネジメントに関するモデル調査実施団体として、内閣

官房から選定された岡崎市の取組みについて、情報共有と

意見交換を行った。 

 

【③進捗】 

・森づくりガイドラインの策定に向けて、主な項目に関する

情報共有と意見交換を行った。 

 

【④進捗】 

・矢作川流域圏における 2005 年度以降の間伐面積の推移に

ついて情報共有を行い、各地域の実状について意見交換を

行った。 

 

【⑤進捗】 

・森づくりに関するフィールドワークを行った（例えば、根

羽村小戸名地区の災害現場、神奈川県山北町の森づくり事例）。 

 

木づかいガイドライン       

【①進捗】 

・木づかいガイドライン策定に向けて、「さあ～しよう」と

いう提案型の原稿作成のための依頼書について、情報共有

を行った。 

 

【②進捗】 

・根羽村森林組合では、木づかいに関するイベントを年間

30 箇所以上開催した。特に、7 月 16 日に恵那市で開催さ

れた「奥矢作森林フェスティバル」では、東幡豆漁協とと

もに矢作川流域圏懇談会を PR することができた。 

 

【③進捗】 

・全体会議(2 月 24 日)では、参加者に「流域ものさし」を

配布し、目的と効果を周知する（例えば、私の流域物語など）。 

 

森づくりに関する意見交換の様子

フィールドワークの状況 

木づかい関する意見交換の様子 

奥矢作森林フェスティバルの実施状況

流域ものさし（試作品） 
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4． 各テーマの進捗状況 

4.1  山村再生担い手づくり事例集 

（1） 今年度の活動より分かったこと 

《『その後いかがお過ごしですか？プロジェクト』の実施》 

・山村再生担い手づくり事例集の作成に携わった 3ヶ

年の全取材者、取材先を対象にメーリングリストを

開設した。 

・平成 25 年度に事例集づくりのために訪問した 21 団

体を再訪し、取材を行い、レポートを作成した。 

・取材の結果、3年の間に、さまざまな深化（団体自

体の成長や伸び悩み、団体同士のつながり、取材者

と取材先とのつながり、団体と市民のつながり）を

遂げていた。 

 

《事例集関係者を対象とした交流会の実施》 

・事例集の取材者、取材先、流域圏懇談会、読者のネットワークを広げ、深めることを目標とし

た「事例集交流会」を開催することになった。 

 

 

 

 

（2） 今年度の活動方針に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 今後の課題 

○ホームページを活用した PR 力のある山村再生担い手づくり事例集とする。 

○他のテーマ（山村ミーティングや木づかいガイドライン）との連携を深める。 

【活動方針】 

○H25～H27 までの 3 ヶ年の成果をホームページに掲載するとともに、PR 力のある山村再生担い手

づくり事例集とする。これまでに、取材で構築された人間関係を活用したイベントの開催を計画

する 

≪進捗状況≫ 

・事例集をホームページにアップするとともに、「奥矢作森林フェスティバル」などのイベントの

際に、事例集を自由に閲覧できるよう、市民の目の届く場所に置いた。 

・事例集交流会を次年度の初めに実施することになった。 

○イベントの実施（山村ミーティング、木づかいガイドライン等、他のテーマとの連携） 

≪進捗状況≫ 

・事例集の作成で培った人間関係を活用し、矢作川感謝祭への参加の呼びかけや木づかいガイドラ

インに関する原稿作成の依頼を検討した。 

ねば杉っこ餅の取材風景（根羽村）

奥矢作森林塾の取材風景（根羽村）

開催日：平成 29 年 4月 15 日（土）～16 日（日） 

開催場所：根羽村老人福祉センター「しゃくなげ」※宿泊はグリーンハウス森沢 

対象：事例集作成のために取材を受けた 64 団体と取材者 

内容：各団体の PR（岡森フォレスターズのライブ、天下杉の上演会など） 
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4.2  山村ミーティング 

（1） 今年度の活動より分かったこと 

《森林組合作業班へのヒアリングの開始》 

・根羽村森林組合、恵南森林組合、豊田森林組合、岡

崎森林組合の作業班を中心とした100人ヒアリング

を開始した。 

・森林組合へのヒアリングの結果、現在の作業班を取

り巻く 3つのミスマッチが明らかになった。 
 
 ①人間関係（班長と班員の関係）のミスマッチ 

 ②仕事内容（希望する作業内容）のミスマッチ 

 ③待遇（給与や装備品の充実）のミスマッチ 

 

《矢作川感謝祭の実行委員会への参加》 

・矢作川感謝祭は、これまで川のメンバーを中心に行

われてきたが、次回からは山のメンバーも共催とし

て加わることになった。1 月以降は、月 1 回のペー

スで実行委員会が開催されることになった。 

 

（2） 今年度の活動方針に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 今後の課題 

○森林組合作業班へのヒアリングを進め、得られた課題について周知する。 

○新たなイベントを計画し、実行する。 

○山村再生担い手づくり事例集、木づかいガイドライン等、他のテーマと連携したイベントを実

施する。 

 

【活動方針】 

○新たなイベントの計画、試行 

≪進捗状況≫ 

・これまで川の関係者が主催者となって行われてきた「矢作川感謝祭」に山のメンバーも実行委

員として参加することになった。 

・足助もみじ市まつりに代わるイベントの開催については、懇談会メンバーも主催者に加われる

よう関係団体（豊田森林組合など）に働きかけた。 

○イベントの実施（山村再生担い手づくり事例集、木づかいガイドライン等、他のテーマとの連携） 

≪進捗状況≫ 

・矢作川感謝祭への参加を促すため、山村再生担い手づくり事例集の交流会での PR など、イベ

ント実施に向けた意見交換を行った。 

ヒアリング時の作業風景（恵那市）

豊田市森林組合との意見交換（豊田市）
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4.3  森づくりガイドライン 

（1） 今年度の活動より分かったこと 

《行政の森づくりに対する取組みの周知》 

・国の水循環基本法（H26.7.1 施行）に関して、先進

事例である岡崎市の取組みを情報共有した。岡崎市

水循環協議会緑のダム部会の会議では、委員より間

伐と皆伐に関するさまざまな意見が挙げられてい

ることがわかった。 

・国の水循環施策では、国、地方公共団体（都道府

県、市町村、特別区）への情報提供の呼びかけや

流域マネジメントに関するモデル実施団体の募

集があり、岡崎市が選定されたことが報告された。

流域圏懇談会としても情報共有していく必要が

あるこが周知された。 

・豊田市の森づくり構想（4 事業：森づくり構想リニ

ューアルプロジェクト、森林 GIS 管理費、モニタリ

ング調査費、水源かん養機能モニタリング調査費）

が紹介された。また、豊田市では、森づくりに関す

る海外視察が行われており、ドイツとスイスの森林

管理の仕組みを学んだ。特に人材育成については、

公のバックアップと我が国の旧教育体制の見直し

も考える必要があることがわかった。 

・流域市村の間伐面積の推移では、減少傾向に歯止め

がかからない状況であることがわかった。 

 

 

《森づくりガイドライン策定に向けた項目案の提示と意見交換》 

・2018 年度に始動する豊田市での中核製材工場、2016～2017 年度に行われる豊田市森づくり構

想の見直し、2016 年度に完了する岡崎市水循環協議会ダム部会の答申という背景のもと、以下

に示すガイドラインの項目案が示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔ガイドラインに盛り込む項目案〕 

1. 矢作川流域の森づくりについての基本的な考え方 

（木材生産と公益的機能のバランス、森林所有者や市民の責務など） 

2. 皆伐一斉造林についての考え方（風化花崗岩地帯では、10～20 年後に崩壊のリ

スク増大、搬出方法（架線系・道路系）、ニホンジカ食害リスク 

3. 搬出間伐についての考え方（間伐率、搬出方法（架線系・道路系）） 

4. 伐り置き間伐についての考え方（置き方など） 

5. 渓流沿いの人工林についての考え方（流木リスク軽減のための樹木除去など） 

6. 尾根筋の人工林についての考え方（針広混交林化など） 

7. 広葉樹二次林についての考え方 

8. その他 

岡崎市の報告の様子（岡崎市） 

豊田市の海外視察の報告（豊田市）
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《森づくりに係わるフィールドワークの実施》 

・フィールドワークを行い、矢作川流域の災害の履歴と災害を回避する森づくりを学んだ。 
 
①明治用水水源かん養保安林（根羽村） ②小戸名地区の恵南豪雨における沢抜け箇所（根羽村） 

③足助きこり塾の森づくりと活用（豊田市） ④神奈川県山北町の水源環境保全の実態（山北町） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 今年度の活動方針に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 今後の課題 

○森づくりに関する行政や民間の動きをとらえ、矢作川流域圏懇談会としての意見を発信する。 

○水源かん養機能や矢作川に配慮した森づくりを背景に、森づくりガイドラインを作成していく。 

【活動方針】 

○岡崎市、豊田市における森づくりの動きについて、WG として把握し、情報共有と意見交換を

行う。 

≪進捗状況≫ 

・岡崎市における水循環施策の動き、豊田市における森づくり構想の見直しについて、最新事例

を共有するとともに、意見交換を行った。 

 

○岡崎市と豊田市で共通理解となった水源かん養機能や矢作川に配慮した森づくりの理念と具

体的な方策をとりまとめる。 

≪進捗状況≫ 

・流域市村の動向を把握したうえで、森づくりガイドラインに盛り込む項目案を周知し、意見交

換を行った。 

小戸名地区の沢抜け箇所の視察状況（根羽村） 足助きこり塾の視察状況（豊田市） 
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4.4  木づかいガイドライン 

（1） 今年度の活動成果 

《木づかいガイドライン策定に向けた活動の情報共有》 

・「さあ～しよう」といった提案型の原稿作成の依頼

文について、依頼書案の周知と意見交換を行った。 

・原稿作成にあたっては市民編、市町村編、業界編、

研究者編の４つがあげられ、市民編においては、山

村再生担い手づくり事例集の取材先に協力を得る

などの意見交換を行った。 

 

 

《木づかいの推進に関する実績と提案》 

・木づかいの推進については、根羽村森林組合が「木

づかいライブ・スギダラキャラバン」として活動を

行っており、年間 30 箇所以上（流域内外）の地域

に出前授業を行った。 

・矢作川流域圏懇談会として、奥矢作森林フェスティ

バルに参加した。木のアイテムや木工ペンダント作

りでは、市民（親子）より好評を得た。 

・矢作川流域圏第 6 回全体会議において、「流域もの

さし」を配布し、目的と今後の活用方法の推進を行

う。 

 

 

 

《木づかいに係わるフィールドワークの実施》 

・フィールドワークを行うことで、木づかいに関する最新事例や市民のニーズを学んだ。 

 

①ウッドデザインパーク（岡崎市） ②間伐材利用コンクール会場（岡崎市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集客力のある木のアイテム（豊田市）

いなかとまちの文化祭における木づかい推進（豊田市）

木づかいガイドラインの意図するところ 

ウッドデザインパークの見学風景（岡崎市） 間伐材利用コンクール会場の様子（岡崎

【木づかいガイドラインの意図するところ】 
①市民、行政、業界、研究機関の各関係者と有志が流域内の「木づかい推 
進」に一体感・共感・共通認識を持って取り組むこと 

②現在流域内の各地で行われている様々な立場の方の魅力的で楽しい「木 
づかい」の取組みを「見える化」すること 

③「見える化」された木づかい推進活動の有志の方々と「人の輪」をつく 
ること「繋ぐ」ことがとても大切で、ここに流域で取り組む市民活動化 
の意義がある 

④その「人の輪」による様々な化学反応により、流域内の各地で市民に「木 
づかい」に対する魅力や楽しみを伝え、共感と活動を呼び起こすこと 

⑤木づかい提案者ひとり一人の培ってきた森や木に対する経験値を重視 
し、提案者とその受け手がチームとなって、木づかいの主役と立役者の 
コンビで木の魅力を発信していくこと 

⑥山村再生担い手づくり事例集にあるような様々な地域の様々な山村・里 
山活動家が「木づかい推進」というテーマで「繋がり」、それぞれが主 
役になって「木づかいネット網」として連携し、すべての年代層を対象 
にした「木づかい」の原体験を与えること 

⑦「木づかいガイドライン」を手に取ると、すぐに行動したくなるような 
「さあ～しよう」という市民目線に沿った提案とすること 

⑧日本人として木の文化を身近なものにすること 
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（2） 今年度の活動方針に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 今後の取組 

・根羽村森林組合がまとめ役となって、木づかいを推進する。その中で、分担可能な項目については、流域

圏懇談会で進めていく。 

・木づかいガイドラインついては、山村再生担い手づくり事例集や山村ミーティングなどのイベントを活用し

て原稿の依頼を行っていく。 

・全体会議で紹介された「流域ものさし」については、流域連携の一つのアイテムとして活用していく。

【活動方針】 

○木づかいライブ・スギダラキャラバンの活動を継続するとともに、実績を整理する。 

≪進捗状況≫ 

・根羽村森林組合がまとめ役となって、活動を継続しながら情報収集を進めている。流域圏懇談

会としては、奥矢作森林フェスティバルに参加した。木のアイテムや木工キーホルダー作りに

おいては、イベントの終了時刻となっても親子の歓声が絶えなかった。木づかいの推進に対し

て、市民のニーズが高いことがわかった。 

○木づかいを推進した安城市、豊田市、岡崎市、恵那市等の実績をパッケージ化（＝矢作川の森の恵

みが中下流・海まで届くガイドラインの作成）する。 

≪進捗状況≫ 

・今年度も引き続き実績を重ねている。中下流・海の人々のニーズをふまえ、ガイドライン作成の内

容を構築する。 
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